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4　　赤羽根校区
学校は今・・・勤労体験の取り組み

広
報たはら

心も潤す
 　水辺の風景



　
田
原
市
が
募
集
し
た「
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
、私
た
ち
４
名
が

選
ば
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
広
報
作
成
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
身
近
な
話
題
や
、た
め
に
な
る
情
報
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
の
記
事
は
、広
報

た
は
ら
　
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
に
も
取
材
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
！ 

平
成

　年
度
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　私は、環境保全活動に関わる
ようになって10年余り。田原市内に
は、素晴らしい自然がたくさんある
反面、課題も少なくありません。こ
れまで経験してきたことを基に、皆
さんに自然の尊さをお伝え
できればと考えています。

金田紘泰
（田原町）

　最近は、新聞や雑誌などに多くの外
来語が使われていますが、中には、漢字
の方が分かりやすい言葉もあります。「広
報たはら」にも、若者から高齢者まで幅
広い読者がいますので、それぞれの視
点に立った紙面づくりが必要と感じます。

朝倉登喜子
（堀切町）

　私は自主活動で機関誌を作成
しています。今回、様々な分野で
活動されている市民の方 と々出
会い交流できたらいい
なと期待しています。
「広報たはら」は他市の
広報に比べ見やすく、こ
の特色で一人でも多く
の方に読んでいただけ
たらと思います。

永井和子
（古田町）

　私は、渥美半島に来て３年目。
豊かな自然、おいしい食べ物、そ
して心温かい地元の方に囲まれ
て過ごしています。市外から来た
私が、少し別の角度か
ら見て感じたことをお届
けし、新しい田原を発見
していただけ
たら幸いです。

大谷敦子
（中山町）

１５

21
と　　き　　こ

あつ　 こ

かず　 こ

ひろ　やす

■広報サポーターについてのお問い合わせは
　広報秘書課
　　２２局０１３８　 ２３局１６９１
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校区の概要

　赤
あかひがし

東区・赤
あ か な か

中区・赤
あ か に し

西区の３地区
からなる赤羽根校区。国道42号が
東西に走り、南側は太平洋に面し、
サーフィンや釣りに多くの人々が
訪れます。北側には温室・ビニール
ハウスが建ち並び、電照菊・トマ
ト・鉢花・メロンなどの施設園芸が
盛んです。
　「潮騒と若者でにぎわう赤羽根」
を将来像として掲げ、まちづくり
を推進しています。

ボディボード体験学習

　赤羽根校区は自然に恵まれ、サ
ーフィンに適した波が寄せてくる
海岸があります。夏には、赤羽根小
学校の児童たちがボディーボード
を体験します。親子参加の行事で、
赤羽根だからこそできる体験学習
です。お父さん方とのふれあいの
場としても一役買っています。

ふれあい活動

　10月の第２日曜日、３つの地区
がそれぞれ別々に秋のお祭りを開
催します。その１つ赤中地区では、
手作りの山

だ

車
し

と、子供会を中心と
した太

た い

鼓
こ

や笛のお囃
は や

子
し

で盛り上が
ります。また、屋台のバザーは地区
の男

おとこしゅう

衆が取り仕切る恒例の行事と
なっています。子供たちに祭りの
伝統を残したいという区民の思い
で、いつしか、子供たちが参加しや
すい日曜日の開催となりました。
　「三世代でふれあいを！」をキャ
ッチフレーズに、子ども会・区会・
老人会を中心として、一昨年の夏

に“ふれあい地引き網＆バーベキ
ュー大会”を開催しました。予想以
上の大漁に、子供たちの歓声が上
がりました。

道の駅
あかばねロコステーション

　田原市で３つ目の道の駅“あか
ばねロコステーション”が３月に
オープンしました。赤西地区にあ
る赤羽根漁港に隣接し、太平洋を
一望できるこの道の駅は、地元住
民も称賛する絶好のロケーション
です。訪れた観光客も、しばし散歩
したくなる美しい砂浜もありま
す。土産物は地元の物産が中心で、
校区の活性化につながることが期
待されています。

●

校
区
自
己
紹
介
⑪

基 礎 デ ー タ

●赤羽根文化の森から校区南側を望む

【人口】 2,582人（H21.5.31現在）

【世帯】 787世帯（H21.5.31現在）

【面積】 約890ha
【公共施設】 赤羽根保育園・赤羽根小学校・赤羽根中

学校・赤羽根市民センター・消防署赤羽根分署・赤
羽根文化会館・赤羽根福祉センター・農業者トレ
ーニングセンター・赤羽根環境センター・道の駅
あかばねロコステーション

【文化財】光岩・厳王寺山門
【主な産業】 農業・商業・漁業

●ボディボード体験

●赤中地区のお祭り

●ふれあい地引き網

●あかばねロコステーション

●赤羽根西海岸
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勤労体験の取り組
み

　　シイタケ植菌・親子教室 （田原南部小学校）

　１月24日（土）に、東三河事務所林務課の浅岡さんと森
さんを講師にお招きし、１年生の親子がシイタケ植菌に
取り組みました。説明を聞いてテキパキと作業をする子
どもたち。活動を終えた子どもたちは、「シイタケの菌の
植え方を教えてくれて、ありがとうございました。今か
らシイタケができるのを楽しみにしています」などと、 
浅岡さんと森さんにお礼の手紙を書きました。
　植菌された木は、学校裏にある藤尾山のふもとに置か
れ、子どもたちは再来年の秋にシイタケがたくさん収穫
できるようにと願っています。 

　ウサギの飼育 （清田小学校）

　平成20年６月19日（木）に、３年生が愛知県主催の「飼
育の達人」の授業でウサギについて学びました。授業を
受けてから、子どもたちは雨の日や風の強い日にはウ
サギの様子を気にかけるようになったようです。小屋
に雨が降り込む危険を感じると、子どもたちは大あわ
て。「ウサギがぬれて死んでしまう、救出しよう」「目や
にで目が開けられない。保健室に連れていこう」など、
ウサギに愛情をもって接するようになりました。
　ウサギを大切に思い、飼育当番を楽しみにする子ど
もたちを見て、保護者の皆さんもうれしく思っている
ようです。

　　キャベツの収穫 （亀山小学校）

　３月４日（水）に、全校児童71名が学校農園『汗の広
場』でキャベツの収穫を体験しました。学年ごとに仕
事を分担し、真剣に収穫作業に取り組みました。６年
生がキャベツを切り、１・２年生がキャベツを運び、３
年生が箱を作り、４・５年生が箱に詰めました。「箱が
足りない」と言われ、息つく暇もなく箱を作った３年
生や、３つも４つもキャベツを抱えて運ぶ１・２年生
もいました。
　前日が雨だったので、カッパを着ての作業でしたが、
３２３箱のキャベツを市場に出荷することができ、子
どもたちは達成感を感じることができたようです。

　市内の小学校では、生活科や総合的な学習の時間を中心に勤
労体験を取り入れ、中学校でも、5日間連続の職場体験に取り
組んでいます。今回は、小学校での勤労体験をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

▲

植菌に挑戦する親子

▲

飼育の達人の話を聴く子どもたち

▲

力を合わせて出荷の準備をする子どもたち
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５

６

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

Ｎネ

ド

Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
経
済
産
業
省
が
公
募
し
た﹁
新
エ

ネ
百
選
﹂に
田
原
市
の﹁
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
構
想
﹂が
選
ば
れ
、東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
選
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、地
域
に

適
し
た
地
産
地
消
型
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
中

で
、優
れ
た
事
例
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

環
境
と
共
生
す
る

豊
か
な
ま
ち
へ

６
月
１
日［
月
］

▲一層の新エネルギーの導入促進が期待されます

　

友
好
都
市
・
長
野
県
阿
南
町
の
小
学
５
年
生
44

名
が
和
地
小
学
校
を
訪
れ
、同
小
４
～
６
年
生
と

海
で
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。和
地
海
岸
で
は
、協

力
し
合
っ
て
貝
殻
を
拾
う
な
ど
、交
流
を
深
め
ま

し
た
。７
月
に
は
、和
地
小
学
校
児
童
が
阿
南
町
を

訪
れ
、今
度
は
山
で
の
交
流
を
行
う
予
定
で
す
。

▲太平洋は大荒れでしたが、児童たちは元気いっぱいに交流しました

よ
う
こ
そ
！

海
の
ま
ち 

田
原
市
へ

５
月
28
日［
木
］

　

山
林
火
災
訓
練
が
、17
日（
日
）に
滝
頭
仁
崎
観

光
道
路
と
赤
羽
根
文
化
の
森
で
、24
日（
日
）に
大

山
ト
ン
ネ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。訓
練
に
は
、田
原

市
消
防
団
の
10
分
団
約
７
０
０
名
が
両
日
に
分
か

れ
て
参
加
し
ま
し
た
。消
防
団
員
た
ち
は
、本
番
さ

な
が
ら
の
機
敏
な
動
作
で
訓
練
に
挑
み
ま
し
た
。

▲悪天候の中、いざというときに備えて訓練に取り組む消防団員たち

日
ご
ろ
の
訓
練
で

地
域
に
安
心
を

５
月
17
日［
日
］

▲一層の新エネルギーの導入促進が期待されます

▲悪天候の中、いざというときに備えて訓練に取り組む消防団員たち

▲太平洋は大荒れでしたが、児童たちは元気いっぱいに交流しました
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▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

赤
羽
根
漁
港
周
辺（
西

堤
防
付
近
）
で
消
防

署
と
愛
知
県
防
災
航

空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
水
難
救
助
訓
練

を
行
い
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、
安
全
の
た

め
一
時
的
に
海
岸
周
辺
へ
の
立
入
り
制
限

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
雨
天
や
悪
天
候
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

道
路
や
公
園
な
ど
を

安
全
・
安
心
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

道
路
の
陥
没
や
側
溝
蓋ふ

た

の
破
損
、
公
園
遊
具
の
損
傷
な
ど
危
険
な

個
所
を
発
見
し
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
維
持
管
理
課　
　

☎
23
局
７
４
０
５　

22
局
３
８
１
１

▼
地
域
課
（
渥
美
支
所
内
︶

☎
33
局
１
１
１
８　

32
局
２
５
０
６

　

最
近
、
下
水
道
施
設
へ
の
油
、
お
し
り

ふ
き
な
ど
の
流
入
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、
故

障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
異
物

を
流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
紙
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
乳
幼
児

用
お
し
り
ふ
き
な
ど
）
を
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◦
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高

い
危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆

発
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
危

険
で
す
の
で
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課　（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

▼
内
容
・
日
時
・
定
員
な
ど
＝
表
の
と
お

り　

▼
場
所
＝
吉
胡
貝
塚
資
料
館
（
シ
ェ

ル
マ
よ
し
ご
）
ほ
か　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
先
着

順
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
）
▼
そ
の
他
＝
ま
が
玉
づ
く
り
や
貝

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
、
火
お
こ
し
体

験
、
弓
矢
体
験
、
図
書
の
閲
覧
は
随
時
行

っ
て
い
ま
す
が
、「
夏
休
み
体
験
講
座
」

の
開
催
時
間
中
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月
７
日
（
火
）

の
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午
ご
ろ
ま
で
、

吉
胡
貝
塚
資
料
館

　

夏
休
み
体
験
講
座 

参
加
者

道
路
な
ど
の
危
険
な
個
所
を
発

見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
！

水
難
救
助
訓
練
に
伴
う
赤
羽
根

漁
港
周
辺
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

講座名（内容） 日時 対象 定員 参加料

₁
土器と糸づくり（粘土をこねて
土器作り・ヤブマオの繊維で糸
作り・火おこし・土器の野焼き）

7/26（日）　10:00～15:00
8/22（土）　13:00～16:00

小学３年以下
は保護者同伴 20名 500円

₂ 考古学教室１（疑似発掘・貝層
洗い・石器作り） 8/5（水）　10:00～15:00 小学４年

以上 20名 200円

₃ 考古学教室２（遺物の記録と拓
本作り） 8/6（木）　10:00～12:00 小学４年

以上 20名 200円

₄ 考古学教室３（大久保町の宮西
遺跡で発掘現場見学） 8/8（土）　10:00～12:00 どなたでも 20名 無料

₅ 貝輪・貝アクセサリーづくり（貝
を海で拾い貝輪などを作る） 8/18（火）　9:30～15:30 小学３年以下

は保護者同伴 20名 200円

₆ 縄文クラフト（オーブン粘土に
よる造形をし、焼き上げる）

8/5（水）～16（日）　※8/10は休み
10:00～11:00　13:00～15:00

どなたでも 各20名 100円

■吉胡貝塚資料館　夏休み体験講座
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レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
外
出
の

機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
地
域
全
体
で

交
通
安
全
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

●
重
点
実
施
項
目

•

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

•

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

　
ろ
う

•

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
28
日
（
日
）
～
７
月
４
日

（
土
） 

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た

だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

　
相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
（
０
１
２
０
）
０
０
７
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

里
親
を
体
験
し
た
方
の
お
話
を
聴
き
ま

せ
ん
か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
7
月
2
日
（
木
）
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所
＝
東
三
河
総
合
庁
舎

大
会
議
室
（
豊
橋
市
八
町
通
５
番
地
４
）

▼
愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54
局
６
４
６
５

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
、
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
体
験
入
学
日
以
外
に
も
随
時
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
豊
川
養
護
学
校

（
豊
川
市
平
尾
町
門
田
77
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん　

▼
開
催
日
＝
７

月
21
日
（
火
）・
10
月
26
日
（
月
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

　
（
０
５
３
３
）88
局
２
５
９
５

■
豊
橋
養
護
学
校

（
豊
橋
市
西
口
町
西
ノ
口
25

－

10
）

▼
対
象
＝
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
開
催
日
＝
９
月
４
日
（
金
）・
10
月
23

日
（
金
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）63
局
５
７
８
３

■
大
府
養
護
学
校

（
大
府
市
盛
岡
町
尾
坂
田
１

－

11
）

▼
対
象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ

ん　

▼
開
催
日
＝
10
月
13
日
（
火
）・
11

月
20
日
（
金
）

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

　
（
０
５
６
２
）44
局
０
６
６
２

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年

度
に
小
学
校
に
入
学
予
定
で
、
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
、
就
学
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
６
日
（
木
）、
７
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
要
予
約
）　

▼
場
所
＝
東
三
河
総
合
庁
舎　

▼
申
し

込
み
＝
７
月
９
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

に
て

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

平
成
21
年
度
採
用
自
衛
官
希
望
者
に
対

し
、
制
度
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
防
衛

大
学
校
、
航
空
学
生
、
看
護
学
生
、
一
般

曹
候
補
生
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期

制
）
に
進
学
ま
た
は
就
職
し
た
い
と
い
う

方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
21
年
度
に
18
歳
～
26
歳
の

方
（
父
兄
同
伴
可
）　

▼
日
時
＝
７
月
19

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
場

所
＝
田
原
文
化
会
館
１
０
１
会
議
室　

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３　
　
　

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
５
月
８
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

会
長　

北
野
谷
充
香
子
様
か
ら
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
の
た
め
絵
本
62
冊
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

 
７
月
11
日（
土
）～
20
日（
祝
）

自
衛
官
制
度
説
明
会

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　
　

　
　
　
　
　
　

 　

 

強
化
週
間

里
親
養
育
体
験
発
表
会 

参
加
者

県
立
養
護
学
校 

体
験
入
学

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
の
た
め
に
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◉
進
む
エ
コ
社
会
①

　　

田
原
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
補

助
対
象
施
設
の
高
効
率
給
湯
器
に
、平

成
21
年
度
か
ら
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
が
加
わ

り
ま
し
た
。補
助
対
象
と
な
る
高
効
率

給
湯
器
４
種
類
の
補
助
額
は
、各
施
設

と
も
１
施
設
あ
た
り
３
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ま
と
め

た
の
が
、下
の
一
覧
表
で
す
。

　

Ｃ
 O2

削
減
量
や
費
用
は
、使
用
す
る

人
数
や
使
い
方
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、ど
れ
が
一
番
エ
コ
で
、ど
れ

が
一
番
お
得
な
の
か
を
一
概
に
言
う

こ
と
は
難
し
い
で
す
。各
家
庭
で
最
も

適
し
た
も
の
を
選

ん
で
、エ
コ
ラ
イ

フ
に
励
み
ま
し
ょ

う
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者

数
個
人
１
９
２
人
・
事
業
所
４
か
所（
５
月

末
現
在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

38

エコキュート エコジョーズ エコウィル エコフィール

方式
大気中の熱を取り込み、
夜間の割安な電気でお
湯を沸かして蓄える

ガスでお湯を沸かす
ときの廃熱ロスを抑
える

ガスで発電し、発電に
よる排熱を給湯・暖房
に利用

石油でお湯を沸かす
ときの排熱ロスを抑
える

特長
ランニングコストが安
く、オール電化住宅で
強みを発揮

小スペースで必要な
時にお湯を沸かす。
生活リズムが不規則
な家庭向き

自宅でエネルギーをつ
くる。家庭で過ごす時間
が長く、床暖房などと組
み合わせる場合に有効

パワフルで経済的。
臭いや騒音が低減さ
れ、深夜や早朝の利
用も可能

CO2年間
削減量

従来型ガス瞬間式比
約６５０kg－ＣＯ2

※１
従来型ガス瞬間式比
約２４０kg－ＣＯ2

従来型ガス瞬間式比
約８７０kg－ＣＯ2

従来型石油瞬間式比
約１９７kg－ＣＯ2

その他 製品の比較では「年間
給湯効率※２」が目安

給湯熱効率約95%
（従来型は約75%）

製品の比較では「エネ
ルギー利用率」が目安

給湯熱効率約95%
（従来型は約83%）

※１ kg－ＣＯ2は二酸化炭素削減量の単位です。　※２ 年間給湯効率＝１年で使用する給湯に係る熱量÷１年間
で必要な消費電力量（省エネモードでの測定結果です。値が大きいほど効率がよいことを示します）
なお、それぞれの数値は、ある一定条件下で計算したものであり、条件が変われば数値も変わります。
参考 ◦日経トレンディネット http://trendy.nikkeibp.co.jp/article/special/20081219/1022039/
　　 ◦エコフィール http://www.ecofeel. jp/

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

　

布
類
を
出
す
と
き
に
、〝
出
せ
る
も
の
〞
な
の
か

〝
出
せ
な
い
も
の
〞
な
の
か
で
迷
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
布
類
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

布
類
で
出
せ
る
も
の

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

布
類
で
出
せ
な
い
も
の

「
ご
み
の
分
け
方・出
し
方
」の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
確
認
し
て
出
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
肌
着・靴
下・下
着
や
衣
類

●
毛
布

●
カ
ー
テ
ン

　

こ
の
他
に
も
、シ
ー
ツ
や
タ
オ
ル
も
布
類

　

で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す　

●
布
団
や
座
布
団

●
帽
子
や
便
座
カ
バ
ー

●
枕
や
ク
ッ
シ
ョ
ン

※
大
き
な
も
の
は
、各
資

　

源
化
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

　

出
し
て
く
だ
さ
い

※
綿
入
り
の
も
の
は
、各

　

資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ
直

　

接
出
し
て
く
だ
さ
い

※
も
や
せ
る
ご
み
で
出

　

し
て
く
だ
さ
い

※
も
や
せ
な
い
ご
み
で

　

出
し
て
く
だ
さ
い

※
金
具
は
取
り
除
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
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49

防
災
ま
め
知
識

災
害
に
役
立
つ
ワ
ザ
２　

足
湯

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
今
回
か
ら
、「
防
災
ま
め
知

識
」を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
前
回
か
ら

災
害
時
に
役
立
つ
ワ
ザ
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
回
目
は
足
湯
で

す
。

▪
用
意
す
る
も
の　

◉

段
ボ
ー
ル
や
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
箱
、
バ

ケ
ツ
な
ど
の
容
器

◉

大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

◉

毛
布
や
座
布
団

◉

バ
ス
タ
オ
ル

◉

40
℃
程
度
の
お
湯

▪
作
り
方

1
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
の
容
器
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
は
め
ま
す
。

2
箱
の
下
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
敷
き
ま
す
。

3
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
お
湯
を
入
れ
ま
す
。

4
イ
ス
が
あ
れ
ば
用
意
し
、
無
け
れ
ば

毛
布
か
座
布
団
を
た
た
み
、
腰
掛
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
箱
の
近
く
に

置
き
ま
す
。

▪
使
い
方

　

イ
ス
な
ど

に
腰
掛
け
て
、

足
を
お
湯
の

中
に
入
れ
ま

す
。

▪
効
果

　

災
害
時
は
、
お
風
呂
に
入
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
足
湯
で
足
を

温
め
て
血
行
が
良
く
な
る
と
、
疲
労
回
復

や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
が
得
ら
れ
ま
す
。

▪
さ
ら
に
…

　

壁
に
も
た
れ
か
か
る
と
楽
な
姿
勢
で
足

湯
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
入
浴
剤
が
あ
れ

ば
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　標高約８５０mの津具高原にあり、木のぬくもりを感じさ
せる外観のペンション「グリーンメッセージ」。管理人の小
久保夫妻は田原市出身で、訪れた田原市民の案内役と
しても活躍中です。
◉「グリーンメッセージ」ってどんなところ？
　春はかぐわしい花々、夏はバーベキューや川遊び、秋
は草花を眺めながらの散策、冬は雪遊びや天体観測な
ど、年間を通じて、高原の豊かな自然が楽しめます。
　田原市在住・在勤・
在学の方には割引
制度がありますので、
ホームページなどで
ご確認いただくか、お
問い合わせください。

～田原市と姉妹都市・設楽町の交流拠点施設～
津具高原ペンション「グリーンメッセージ」

◉さらにおいしくなりました
　夕食は地元の食材を生かした洋食コース料理で、手
作りデザートも人気
メニューのひとつで
す。また、朝食の自
家製パンも好評を
いただいていますの
で、ぜひご賞味くだ
さい。
◉これからのお楽しみ
　津具地区はホタルの里としても有名で、６月中旬から７
月にかけて、幻想的なホタルの光をお楽しみいただけま
す。フロントで観賞スポットの地図を配布していますので、
お気軽に声をおかけください。　　

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼政策推進課☎２３局３５０７

▲大人気の本格自家製パン

※グリーンメッセージの詳細は、ホームページをご覧ください。
　 http://www3.rak-rak.ne.jp/~green-message/
☎（0536）83局2343▲雨の日だって安心!プレイルーム
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其の
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　文化財課 　２３局３６３５
　　　　　 　２２局３８１１

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.644 平

成
21

年
６

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

人
気
の
あ
る
冒
険
物
語
に
、
漂
流
・
遭そ

う
な
ん難

の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
海
洋
や
無
人
島
で

遭
難
し
た
主
人
公
た
ち
が
、
未
知
の
危
機

を
乗
り
越
え
、勇
気
や
友
情
を
育は

ぐ
く
み
な
が
ら
、

生
き
る
知
恵
や
力
を
身
に
つ
け
成
長
し
て

い
く
姿
は
感
動
を
与
え
ま
す
。
物
語
と
し
て

は
胸
躍
る
の
で
す
が
、
も
し
実
際
に
自
分
が

そ
の
立
場
に
な
っ
た
ら
・・・
。
恐
怖
で
一
体

ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
の
漂
流
民
で
は
、
中
浜
（
ジ

ョ
ン
）
万
次
郎
、
大
黒
屋
光
太
夫
が
有
名

で
す
。
彼
ら
は
漂
流
の
恐
怖
を
乗
り
越
え
、

特
に
万
次
郎
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
政
治
や

文
化
、
学
問
を
学
び
、
帰
国
後
は
開
国
の
影

の
功
労
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
田
原
に
も
、
海
洋
を
漂
流
し
た

果
て
に
、
ア
メ
リ
カ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
人

た
ち
が
い
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
江
比
間
町
の
伊
藤
与よ

い
ち一
の
船

は
、
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
12
月
26

日
、
熊
野
灘
で
激
し
い
風
に
遭
い
、
85
日

間
の
漂
流
を
経
て
、
グ
ア
ム
島
の
北
東
約

３
０
０
海
里
で
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船

に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。
漂
流
し
た
船
は

１
２
０
石
積
で
、
名
は
永え

い
き
ゅ
う
ま
る

久
丸
で
し
た
。

乗
組
員
は
沖
船
頭（
船
長
）
の
岩い

わ
き
ち吉（
江

比
間
村
・
66
歳
）、
水か

こ主（
船
乗
）
の
善ぜ

ん
き
ち吉

（
江
比
間
村
・
40
歳
）
と
勇
次
郎（
芦
村
・

21
歳
）、
作さ

く
ぞ
う蔵
（
若
見
村
・
21
歳
・
の
ち
の

白
井
勝か

つ
ぞ
う蔵
）
の
４
人
で
す
。
漂
流
時
に
は

食
料
や
水
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
や
が
て

底
を
つ
き
ま
し
た
。
４
人
は
雨
水
を
飲
み
、

朝
露
を
な
め
、
船
に
寄
る
サ
メ
を
捕
ま
え

て
は
空
腹

や
の
ど
の

渇
き
を
満

た
し
ま
し

た
。
そ
し

て
死
の
恐

怖
と
闘
い

な
が
ら
、

救
助
さ
れ
る
そ
の
時
を
信
じ
続
け
ま
し
た
。

弱
気
に
な
っ
た
仲
間
た
ち
を
励
ま
し
た
の

が
作
蔵
で
、
彼
の
気
力
が
ア
メ
リ
カ
の
捕

鯨
船
の
発
見
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
運
よ
く
４
人
は
救
助
さ
れ
、
７

カ
月
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
の
水
夫
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
太
平
洋
を
北
上
し
て

北
極
圏
ま
で
進
み
、
９
月
に
は
ハ
ワ
イ
に

入
港
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
彼
ら
の
こ

と
が
新
聞
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

捕
鯨
船
の
船
主
の
考
え
で
、
妻
子
の
あ

る
岩
吉
と
善
吉
は
先
に
帰
国
さ
せ
、
若
い

作
蔵
と
勇
次
郎
は
見
聞
を
深
め
さ
せ
る
た

め
、
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
南
米
南
端
の
ホ
ー
ン
岬
経

由
で
大
西
洋
を
北
上
し
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ

ド
フ
ォ
ー
ド
に
入
港
し
た
作
蔵
と
勇
次
郎

は
ア
メ
リ
カ
の
地
に
立
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
都

市
を
汽
車
で
訪
れ
た
の
で
す
。

田
原
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
た
ち

　

永
久
丸
漂
流
の
悲
喜
１

　

彼
ら
４
人
を
救
助
し
た
船
主
は
、
手
厚

く
面
倒
を
見
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
人
道

的
な
面
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と

を
深
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
狙
い

が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
根
底
に
は
、
当

時
日
本
が
行
っ
て
い
た
鎖
国
が
影
響
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▲作蔵（のちの白井勝蔵）

▲フレンド紙の掲載記事（1852年11月）

【
表
紙
の
写
真
】初
立
池
の
し
ょ
う
ぶ
園

▼
桜
や
花
し
ょ
う
ぶ
、
野
鳥

な
ど
四
季
折
々
の
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
初
立
池
。

撮
影
に
出
か
け
た
日
も
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
む
人
や
、
し
ょ
う
ぶ
園
で

散
策
す
る
親
子
連
れ
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
元
気
に
走
り

回
る
犬
も
・
・
・
。
か
わ
い
い
ワ
ン
ち

ゃ
ん
で
も
怖
い
と
感
じ
る
方
も
い
る
の

で
、
放
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｏ
）

※
永
久
丸
の
漂
流
に
つ
い
て
は
、山
田
哲
夫
さ
ん

（
田
原
町
）著『
風ふ
う
と
う濤
の
果
て
』に
詳
細
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。図
書
館
で
も
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
読
く
だ
さ
い
。
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